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外
部
技
術

者
か
ら

の
助

言
及
び
対

応
方
針

一
覧

（
三
方
原

用
水
二

期
地

区
：
第

1
回
設
計

業
務

打
合
せ
）

 
 １

．
施

工
計

画
及

び
仮

設
計

画
に

係
る

留
意

点
 

 

施
設

名
 

項
目
 

助
言

内
容
 

実
施

設
計

に
お

け
る

対
応

方
針

 

仮
廻

水
路
 

推
進

区
間
 

推
進

工
法

は
色

々
な

種
類

が
あ

る
の
で
、

工
法

の
採

用
理
由

や
選
定

根
拠

を
明

確
に

整
理

し
て

お
く

必
要

が
あ
る
。

そ
の

際
、

土
質
条

件
や
曲

線
区

間
の

有
無

な
ど

の
現

場
条

件
も

工
法

選
定

の
上

で
重

要
な

要
素

に
な

る

の
で

、
選

定
理

由
と

併
せ

て
整

理
し
て

お
く

と
よ

い
。
 

推
進

工
の

選
定
理
由

を
整

理
し

ま
し
た
（
資
料

P
3～

5
）
。
専

門
業
者

か
ら

の
聞

き
取

り
で
に
推

進
工

は
曲

線
、
粒

径
等

か
ら

泥
水

工
法

が
可
能

と
の

こ
と

で
す

（
資
料

P
3
）。

 

推
進

工
法

に
お

け
る

機
種

選
定

は
、

①
施

工
対

象
が

硬
い
地

盤
で
あ

る
こ

と
 
②

路
線

上
に

曲
線

区
間

が
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
る

と
よ

い
。

本
地

域

の
地

盤
は

玉
石

も
含

ん
で

お
り

、
施

工
精

度
の

確
保

が
課
題

に
な
る
。

こ

れ
に

つ
い

て
専

門
業

者
に

相
談

し
て
お

い
て

は
ど

う
か

。
 

推
進

の
際

は
姿
勢
検

出
装

置
や

水
レ
ベ

ル
計

を
使

用
し

、
リ

ア
ル
タ

イ
ム

で
の

測
量

方
法
を
検

討
し

ま
す

。
ま
た

設
計

曲
線

に
対

応
可

能
な
掘

進
機

の
検

討
を

行
い
ま
す

。
 

推
進

工
で

は
容

易
に

設
備

や
機

械
の
入

替
は

で
き

な
い
。
事

前
に
推

力
に

つ
い

て
十

分
に

検
討

し
、
推
力

不
足
に

な
ら

な
い

よ
う

留
意

す
る
こ

と
が

重
要

。
 

推
力

の
計

算
を
行
い

、
推

進
機

、
管
種

選
定

等
を

行
い

ま
す

。
 

発
進

立
坑

が
住

宅
地

等
に

近
接

す
る
場

合
、
騒

音
が

問
題
と

な
る
の

で
騒

音
対

策
を

検
討

し
て

お
く

と
よ

い
 

立
坑

の
宅

地
側
に
は

防
音

壁
を

計
画
し

ま
す

。
施

工
は

昼
間

施
工
を

基
本

と
し

ま
す

。
 

本
来

で
あ

れ
ば

立
坑

ご
と

に
ボ

ー
リ

ン
グ

調
査

を
行

う
こ

と
が

望
ま

し

い
が
、

当
該

地
の

地
盤

条
件
等

を
検
討

し
既

往
の

ボ
ー

リ
ン

グ
調
査

結
果

を
活

用
で

き
る

の
で

あ
れ

ば
、

こ
れ
以

上
は

不
要

と
の

判
断

も
あ
る

。
 

ボ
ー

リ
ン

グ
調
査
は

分
水

工
地

点
で
行

わ
れ

て
お

り
、

ほ
ぼ

同
じ
土

層
構

成
な

の
で

、
近
傍
の

柱
状

図
を

使
用
し

て
大

き
な

問
題

は
な

い
と
考

え
ら

れ
ま

す
。
 

地
下

工
事

に
よ

り
陥

没
等

が
発

生
し
て

い
る

地
域

は
、
昔
の

河
川
が

埋
め

立
て

ら
れ

た
地

域
で

あ
る

と
い

う
よ
う

な
指

摘
も

さ
れ

て
い

る
の
で
、

予

め
古

地
図

等
で

開
発

前
の

旧
地

形
を
調

査
し

て
お

く
と

よ
い

。
 

古
地

図
に

つ
い
て
は

確
認

し
て

み
ま
す

。
 

開
削

区
間
 

本
編

ｐ
1
9
の

1
1
-1
1
断

面
は
矢

板
を
設

け
ず

開
削

す
る

計
画

に
な
っ

て
い

る
の

で
、
既

設
構

造
物

へ
の
影

響
が
懸

念
さ

れ
る
。

同
構
造

物
の
安

定
性

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
と

よ
い

。
 

水
路

の
安

定
計
算
を

行
っ

た
と

こ
ろ
、

片
側

掘
削

を
行

っ
た

場
合
で

も
支

持
、

転
倒

、
滑
動
は

許
容

値
に

収
ま
り

、
安

全
で

あ
る

こ
と

を
確
認

し
ま

し
た

（
資
料

P7
）。

 

5.2-79



仮
廻

水
路
 

推
進

区
間

と

開
削

区
間

の

接
続

部
 

5
号

分
水
口

付
近

の
推

進
工
区

間
と
開

削
工

区
間

の
接

続
部

分
で
は

、
水

路
底

高
が

変
わ

る
た

め
、
こ
れ

に
伴
う

管
路

の
す

り
つ

け
が

必
要
と

な
り

工
事

費
が

か
か

る
。
経

済
性
を

考
慮
し
、

推
進

工
区

間
を

5
号

分
水

口
ま

で
延

伸
し

て
は

ど
う

か
。
 

工
事

費
だ

け
を
考
慮

す
る

と
、

ご
指
摘

の
と

お
り

推
進

工
区

間
を
延

伸
し

た
方

が
有

利
と
な
り

ま
す

が
、

他
方
で

、
維

持
管

理
の

際
に

施
設
管

理
者

で
あ

る
土

地
改

良
区

が
1
0
ｍ

程
降

り
て

作
業

を
行

う
必

要
が

生
じ

る
た

め
管

理
負

担
が
非
常

に
大

き
く

な
る
。

管
理

面
も

含
め

て
検

討
を
行

い
、

管
渠

と
開

渠
を
併
用

す
る

設
計

と
し
た

と
こ

ろ
で

す
。（

添
付

図
P1
9（

５

号
分

水
工

構
造
図
参

照
）
 

共
通
 

電
柱

や
高

架
線

な
ど

支
障

物
件

の
位

置
は

予
め

図
面

等
で

整
理

し
て

お

く
こ

と
。
 

架
空

線
状

況
図
を
作

成
し

、
電
柱

の
移
設

を
検

討
し

ま
し

た
（
添

付
図

P
1
3

～
1
7
）。

 

推
進

工
と

開
削

工
の

コ
ス

ト
比

較
を
す

る
場

合
、
開

削
工
に

係
る
仮

設
ヤ

ー
ド

の
費

用
も

含
め

て
比

較
検

討
す
べ

き
。
 

仮
設

ヤ
ー

ド
造
成
費

（
表

土
は

ぎ
・
復

旧
や

工
事

用
道

路
設

置
撤
去

費
）

を
追

加
し

、
再
整
理

し
ま

し
た

。
方
針

は
変

わ
り

ま
せ

ん
で

し
た
（

添
付

図
面

P3
、

5）
。
 

２
．

施
工

時
の

留
意

点
 

施
設

名
 

項
目
 

助
言

内
容
 

施
工

時
の

留
意

点
へ

の
対

応
方

針
 

仮
廻

水
路
 

硬
質

地
盤

ク

リ
ア

工
法
 

推
進

工
の

立
坑

や
一

部
開

削
区

間
で

使
用

す
る

硬
質

地
盤

ク
リ

ア
工

法

は
、
硬

質
な

玉
石

を
含

む
地
盤

で
施
工

す
る

と
大

き
な

振
動

や
騒
音

が
発

生
す

る
の

で
、

周
辺

宅
地

等
へ

の
影

響
に

つ
い

て
留

意
す

る
必

要
が

あ

る
。
こ

の
た

め
振

動
・

騒
音
の

抑
制
対

策
の

検
討

や
地

元
説

明
等
に

よ
る

住
民

か
ら

の
理

解
が

必
要

。
 

硬
質

地
盤

ク
リ
ア
工

法
は

振
動

、
騒
音

測
定

実
績

か
ら

高
周

波
バ
イ

ブ
ロ

よ
り

も
小

さ
く
、
約

7ｍ
離
隔

位
置
に

お
い

て
振

動
、

騒
音

と
も
に

規
制

値
以

内
に

十
分
収
ま

る
こ

と
が

確
認
さ

れ
て

い
ま

す
。

安
全

の
た
め

宅
地

が
あ

る
場

合
は
宅
地

側
に

防
音

壁
を
計

画
し

ま
す

。
 

既
設

構
造

物
に

近
接

し
て

硬
質

地
盤
ク

リ
ア

工
法

を
実

施
す

る
場
合
、

掘

削
深

が
深

い
ほ

ど
排

土
量

が
増

え
、

矢
板

の
背

面
側

の
地
盤

沈
下
や

構
造

物
の

沈
下

を
起

こ
す

お
そ

れ
が

あ
る
。
既

設
構

造
物

と
の
適

切
な
ク

リ
ア

ラ
ン

ス
を

確
保

す
る

た
め
、
矢

板
の
施

工
位

置
の

検
討

を
行

っ
て
お

く
と

よ
い
。

ま
た

、
硬

質
地

盤
ク
リ

ア
工
法

を
行

う
専

門
業

者
は

限
ら
れ

る
の

で
、

専
門

業
者

に
相

談
し

て
は

ど
う
か

。
 

硬
質

地
盤

ク
リ
ア
工

法
の

開
発

メ
ー
カ

ー
に

確
認

し
た

と
こ

ろ
、
沈

下
等

の
計

算
は

難
し
い
が

、
こ

れ
ま

で
の
実

績
か

ら
既

設
と

の
離

隔
は

1
ｍ
以

上
を

推
奨

し
て
い
る

と
の

こ
と

で
、一

部
路

線
線

形
を

修
正
し

ま
し
た
（
添

付
図

P1
.
3）
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